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「
倭
城
」
と
は
　
一
六
世
紀
末
の
東
ア
ジ
ア
を
ゆ
る
が
し
た
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
出
兵
の
過
程
で
、
日
本
軍
は
朝
鮮
の
各
地
に
城
郭
を
築
い
た
。
こ
れ
を
「
倭
城
」
と
い
う
。
倭
城
は
、
築
造
場
所
、
戦
略
的
意
味
、
様
式
・
構
造
な
ど
の
観
点
か
ら
、
対
照
的
な
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
。
　
第
一
は
、
開
戦
当
初
の
目
標
に
即
し
て
、
①
明
に
攻
め
こ
む
際
の
補
給
路
を
確
保
す
る
た
め
、
②
秀
吉
自
身
が
出
馬
し
た
際
の
「
御
座
所
」
と
す
る
た
め
、
釜
山
－
漢
城
（
ソ
ウ
ル
）
ー
平
壌
間
に
一
日
行
程
ご
と
の
配
置
が
計
画
さ
れ
た
。
恒
常
的
な
使
用
に
重
点
を
お
く
も
の
で
は
な
く
、
朝
鮮
側
の
城
に
手
を
加
え
た
場
合
も
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
一
部
は
実
際
に
築
造
さ
れ
た
が
、
明
瞭
な
遺
趾
は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
　
第
二
は
、
明
進
攻
の
野
望
が
挫
折
し
、
戦
略
目
標
が
朝
鮮
半
島
南
部
の
確
保
に
変
化
し
た
段
階
で
、
①
朝
鮮
側
の
（
と
く
に
水
上
か
ら
の
）
攻
撃
に
対
す
る
防
御
、
②
地
域
支
配
の
拠
点
形
成
を
目
的
に
、
主
と
し
て
慶
尚
南
道
の
海
岸
部
に
密
度
濃
く
築
造
さ
れ
た
。
日
本
式
の
築
城
技
術
を
駆
使
し
た
本
格
的
な
城
郭
で
、
戦
争
終
了
後
近
年
ま
で
手
つ
か
ず
で
放
置
さ
れ
た
た
め
に
、
遺
構
の
残
り
は
き
わ
め
て
良
好
で
あ
る
。
　
倭
城
の
研
究
は
近
年
と
み
に
さ
か
ん
で
あ
る
。
容
易
に
な
っ
た
現
地
調
査
と
、
日
本
側
史
料
の
探
索
・
読
解
に
基
づ
い
て
、
主
と
し
て
城
郭
史
の
観
点
か
ら
、
研
究
が
蓄
積
さ
れ
、
中
野
等
『
豊
臣
政
権
の
対
外
侵
略
と
太
閤
検
地
』
（
校
倉
書
房
、
一
九
九
九
年
）
、
笠
谷
和
比
古
・
黒
田
慶
一
『
秀
吉
の
野
望
と
誤
算
－
文
禄
・
慶
長
の
役
と
関
ヶ
原
合
戦
1
』
（
文
英
堂
、
二
〇
〇
〇
年
）
・
白
峰
旬
『
豊
臣
の
城
、
徳
川
の
城
』
（
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
等
の
研
究
書
が
、
あ
い
つ
い
で
刊
行
さ
れ
た
。
　
こ
の
隆
盛
の
な
か
で
と
り
残
さ
れ
た
感
が
あ
る
の
が
、
朝
鮮
側
史
料
の
活
用
で
あ
る
。
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
『
壬
辰
状
草
』
な
ど
に
豊
富
な
史
料
が
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
有
効
に
使
っ
た
研
究
は
蓼
々
た
る
も
の
で
あ
る
。
よ
う
や
く
最
近
、
福
島
克
彦
「
「
都
市
」
を
指
向
し
た
倭
城
」
（
『
倭
城
の
研
究
』
三
号
、
一
九
九
九
年
）
や
太
田
秀
春
『
朝
鮮
の
役
と
日
朝
城
郭
史
の
研
究
－
異
文
化
の
遭
遇
・
受
74
容
・
変
容
1
』
（
清
文
堂
出
版
、
二
〇
〇
五
年
）
が
、
朝
鮮
側
史
料
を
多
く
用
い
て
、
倭
城
と
朝
鮮
民
衆
と
の
接
触
の
姿
を
論
じ
た
。
　
朝
鮮
側
史
料
を
活
用
す
る
意
味
は
、
情
報
の
増
加
だ
け
で
は
な
い
。
日
本
側
史
料
だ
け
に
基
づ
く
研
究
は
、
い
か
に
精
細
を
極
め
た
と
し
て
も
、
攻
め
こ
ん
だ
側
の
論
理
に
ひ
き
ず
ら
れ
た
歴
史
像
を
結
ん
で
し
ま
う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。
侵
略
を
受
け
た
側
の
史
料
を
用
い
る
こ
と
で
、
対
象
に
注
ぐ
視
線
が
複
線
化
さ
れ
、
よ
り
公
平
な
視
点
か
ら
戦
争
の
真
実
に
迫
り
う
る
だ
ろ
う
。
　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
上
記
の
第
ニ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
う
ち
、
第
一
次
戦
争
（
文
禄
の
役
）
お
よ
び
そ
の
後
の
講
和
交
渉
期
に
築
か
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
「
文
禄
の
城
」
に
し
ぼ
っ
て
、
朝
鮮
側
の
倭
城
観
察
の
代
表
例
を
二
つ
、
紹
介
し
て
み
た
い
。
一一
?
R
将
李
舜
臣
の
敵
情
探
索
　
緒
戦
の
快
進
撃
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
軍
が
早
期
に
退
勢
に
転
じ
、
開
戦
か
ら
一
年
後
の
一
五
九
三
年
四
月
に
は
ソ
ウ
ル
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
原
因
は
、
明
軍
の
参
戦
、
義
兵
の
蜂
起
と
な
ら
ん
で
、
制
海
権
を
ほ
と
ん
ど
握
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
っ
た
。
同
年
六
月
、
慶
尚
南
道
の
要
衝
晋
州
城
を
陥
落
さ
せ
た
日
本
軍
は
、
朝
鮮
半
島
南
部
を
領
土
と
し
て
確
保
す
る
と
い
う
、
戦
略
目
標
の
転
換
に
と
も
な
っ
て
、
慶
尚
道
沿
海
部
一
帯
に
城
郭
群
の
建
設
を
始
め
た
。
築
城
に
あ
た
っ
て
は
、
朝
鮮
水
軍
の
攻
撃
に
備
え
る
べ
く
、
海
や
主
要
河
川
に
臨
み
、
水
上
交
通
路
を
拒
す
る
地
点
が
多
く
選
ば
れ
た
。
　
朝
鮮
水
軍
の
指
揮
官
と
し
て
数
々
の
武
功
を
あ
げ
た
李
舜
臣
は
、
前
線
か
ら
中
央
政
府
に
あ
て
て
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
捷
報
を
中
心
と
す
る
戦
況
報
告
を
送
っ
た
。
そ
れ
ら
は
、
『
壬
辰
状
草
』
に
ま
と
め
ら
れ
、
ま
た
『
李
忠
武
公
全
書
』
に
も
収
め
ら
れ
て
い
る
。
前
者
の
テ
キ
ス
ト
で
は
、
吏
読
を
多
用
し
た
口
語
文
で
、
日
本
軍
の
状
況
が
生
々
し
く
綴
ら
れ
て
い
る
。
上
記
し
た
倭
城
の
立
地
か
ら
、
倭
城
に
つ
い
て
も
大
き
な
関
心
が
向
け
ら
れ
て
お
り
、
絶
好
の
倭
城
観
察
記
録
と
も
な
っ
て
い
る
。
　
そ
れ
ら
の
な
か
か
ら
、
一
五
九
三
年
八
月
、
か
れ
が
全
羅
左
水
使
か
ら
同
職
兼
忠
清
・
全
羅
・
慶
尚
三
道
水
軍
統
制
使
に
抜
擢
さ
れ
、
全
水
軍
の
総
指
揮
官
と
な
っ
た
直
後
に
書
か
れ
た
「
陳
倭
情
状
」
を
読
ん
で
み
よ
う
（
『
壬
辰
状
草
』
状
三
四
・
「
李
忠
武
公
全
書
』
巻
三
。
〔
〕
内
は
『
全
書
』
の
表
記
）
。
　
李
舜
臣
の
命
を
受
け
て
金
海
・
熊
川
な
ど
の
倭
軍
を
哨
探
し
た
軍
官
金
仲
胤
・
李
珍
ら
が
、
八
月
十
四
日
に
帰
営
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
報
告
し
た
。
　
　
八
月
九
日
に
熊
川
古
邑
の
神
堂
で
一
夜
を
過
ご
し
、
翌
十
日
に
熊
川
倭
城
　
　
を
観
望
し
た
と
こ
ろ
、
熊
川
邑
の
城
内
や
南
門
外
に
屯
し
て
い
た
賊
は
、
　
　
半
ば
が
熊
浦
に
移
動
し
て
陣
地
を
構
え
て
い
ま
し
た
。
西
門
外
・
北
門
　
　
外
・
郷
校
洞
・
東
門
外
に
屯
す
る
賊
は
、
数
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
今
の
と
　
　
こ
ろ
動
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。
船
隻
は
大
・
中
・
小
の
船
あ
わ
せ
て
二
〇
〇
　
　
余
艘
が
、
熊
浦
の
左
右
に
別
れ
て
停
泊
し
て
い
ま
す
。
安
骨
浦
倭
城
で
は
、
　
　
城
の
内
外
に
倭
賊
が
満
ち
て
お
り
、
家
作
の
ま
っ
最
中
で
す
。
船
隻
は
、
　
　
船
槍
（
ド
ッ
ク
）
の
左
右
辺
に
大
・
小
の
船
が
数
知
れ
ず
列
泊
し
て
い
ま
　
　
す
。
院
浦
か
ら
大
発
峙
ま
で
は
新
造
の
家
が
群
集
し
て
お
り
、
船
隻
は
　
　
大
・
中
船
あ
わ
せ
て
八
〇
余
艘
が
停
泊
し
て
い
ま
す
。
善
浦
で
は
、
夜
味
　
　
〔
野
尾
〕
山
盗
直
項
〔
刀
直
嶺
〕
に
遮
ら
れ
て
、
造
ら
れ
た
陣
地
の
多
寡
　
　
は
観
望
で
き
ま
せ
ん
。
同
浦
の
船
槍
の
南
方
海
上
に
は
、
大
・
中
船
あ
わ
　
　
せ
て
七
〇
余
艘
が
停
泊
し
て
い
ま
す
。
同
浦
の
沙
火
郎
〔
花
廊
〕
望
峰
下
　
　
西
辺
中
峯
で
城
を
築
い
て
い
ま
す
。
永
登
浦
で
は
、
貫
革
基
か
ら
竹
田
浦
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ま
で
家
を
建
設
中
で
、
船
隻
は
船
槍
か
ら
加
多
里
ま
で
数
し
れ
ず
列
泊
し
　
　
て
い
ま
す
。
金
海
の
川
筋
か
ら
加
徳
島
前
方
の
海
を
経
て
熊
川
・
巨
済
に
　
　
至
る
ま
で
、
往
来
す
る
船
隻
が
つ
な
が
っ
て
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
　
　
観
望
の
あ
と
、
金
海
の
地
内
仏
毛
山
に
至
っ
て
一
夜
を
過
ご
し
、
翌
日
上
　
　
長
山
の
高
み
に
登
っ
て
見
晴
る
か
す
と
、
金
海
に
い
る
賊
は
遠
い
上
に
暗
　
　
く
て
、
詳
し
く
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
同
府
か
ら
七
里
ほ
ど
　
　
に
あ
る
竹
島
で
家
作
し
て
お
り
、
船
隻
は
そ
の
南
辺
に
列
泊
し
て
い
ま
す
。
　
　
仏
巌
槍
に
屯
す
る
賊
も
陣
地
を
造
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
数
は
詳
し
く
は
　
　
わ
か
り
ま
せ
ん
。
船
隻
は
同
巌
下
の
左
辺
か
ら
五
里
ほ
ど
の
間
に
列
泊
し
　
　
て
い
ま
す
。
徳
津
橋
に
屯
す
る
賊
は
、
伏
兵
に
よ
っ
て
四
〇
余
か
所
の
陣
　
　
地
を
造
っ
て
お
り
、
船
隻
は
二
〇
余
隻
ほ
ど
で
、
橋
の
下
に
往
来
列
泊
し
　
　
て
い
ま
す
。
　
偵
察
の
活
動
が
倭
城
に
肉
薄
し
て
い
る
よ
う
す
が
よ
く
わ
か
る
。
倭
軍
の
駐
屯
場
所
や
そ
の
移
動
、
城
内
外
の
工
事
の
よ
う
す
な
ど
も
、
よ
く
把
握
さ
れ
て
い
る
が
、
と
く
に
重
視
さ
れ
た
の
が
船
隻
の
大
き
さ
・
数
と
そ
の
配
置
で
あ
っ
た
。
ど
の
場
所
に
つ
い
て
も
船
隻
の
情
報
は
も
れ
な
く
記
さ
れ
て
い
る
。
ド
ッ
ク
の
存
在
も
興
味
深
い
。
金
海
や
徳
津
橋
（
徳
橋
1
1
農
所
倭
城
）
な
ど
、
河
口
か
ら
奥
深
い
地
点
ま
で
い
た
る
船
の
往
来
に
つ
い
て
も
、
的
確
に
把
握
さ
れ
て
い
る
。
細
か
い
地
名
や
山
名
は
未
詳
で
、
今
後
の
研
究
が
必
要
で
あ
る
。
　
つ
ぎ
に
、
倭
軍
に
捕
ら
え
ら
れ
て
逃
げ
帰
っ
た
固
城
の
水
軍
兵
陳
新
貴
の
供
述
。　
　
八
月
八
日
、
倭
船
三
隻
が
私
の
家
の
前
に
着
き
、
兄
進
輝
と
一
所
に
捕
ま
　
　
り
ま
し
た
。
永
登
浦
に
到
着
し
た
と
こ
ろ
、
貫
革
基
、
船
槍
辺
、
北
峯
下
　
　
の
三
か
所
で
家
作
が
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
数
は
二
〇
〇
余
の
多
き
に
至
　
　
り
ま
す
。
ま
た
北
峯
で
木
を
伐
採
し
て
削
平
し
、
土
城
が
築
か
れ
て
い
ま
　
　
す
が
、
周
囲
は
は
な
は
だ
広
く
、
中
で
は
ち
ょ
う
ど
家
作
の
最
中
で
し
た
。
　
　
わ
が
国
人
が
倭
人
の
三
分
の
一
ほ
ど
交
じ
り
、
使
役
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
　
　
そ
の
国
か
ら
兵
糧
や
冬
を
過
ご
す
衣
服
な
ど
を
船
に
載
せ
て
、
二
三
日
お
　
　
き
に
次
々
と
運
ん
で
き
ま
し
た
。
同
浦
に
は
常
時
船
隻
が
出
入
り
し
て
お
　
　
り
、
そ
の
時
は
五
〇
艘
余
が
停
泊
中
で
、
帯
の
よ
う
に
繋
が
れ
て
い
ま
し
　
　
た
。
長
門
浦
・
松
珍
〔
津
〕
浦
な
ど
の
所
で
も
、
峯
の
頂
部
を
削
平
し
て
　
　
土
城
を
築
き
、
城
内
に
家
を
造
っ
て
い
ま
し
た
。
船
隻
は
大
・
中
船
が
併
　
　
せ
て
あ
る
い
は
一
〇
〇
余
隻
、
あ
る
い
は
七
〇
余
隻
、
岸
下
に
列
泊
し
て
　
　
い
ま
す
。
熊
浦
の
西
峯
、
善
浦
の
北
山
、
安
骨
浦
の
西
峯
な
ど
の
所
に
も
　
　
土
城
を
築
き
、
城
内
に
家
を
造
っ
て
い
ま
す
。
停
泊
の
船
隻
は
岸
に
遮
ら
　
　
れ
て
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
善
浦
の
船
槍
に
は
、
大
・
中
の
　
　
船
が
無
数
に
列
泊
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
本
土
（
日
本
か
）
か
ら
加
　
　
徳
・
熊
川
・
巨
済
に
向
か
う
船
が
、
絶
え
間
な
く
連
続
し
て
い
ま
す
。
私
　
　
に
関
し
て
は
、
倭
人
ら
は
た
だ
木
こ
り
や
水
汲
み
に
使
役
す
る
だ
け
で
し
　
　
た
。
そ
う
し
て
八
月
十
九
日
の
夜
、
隙
に
乗
じ
て
逃
亡
し
ま
し
た
。
　
倭
軍
の
捕
虜
と
な
っ
て
い
た
者
の
証
言
だ
け
に
、
城
内
の
状
況
が
具
体
的
に
語
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
巨
済
島
の
三
倭
城
（
永
登
浦
・
長
門
浦
・
松
真
浦
）
と
そ
の
周
辺
で
大
規
模
な
家
作
工
事
が
行
わ
れ
て
お
り
、
多
数
の
朝
鮮
入
が
使
役
さ
れ
て
い
た
こ
と
や
、
熊
川
倭
城
の
近
辺
に
複
数
の
端
城
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
、
日
本
か
ら
兵
糧
や
衣
服
を
運
ぶ
船
が
、
巨
済
島
・
加
徳
島
・
熊
川
な
ど
に
間
断
な
く
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
、
な
ど
は
注
目
さ
れ
る
情
報
で
あ
る
。
こ
の
供
述
に
つ
い
て
、
李
舜
臣
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
加
え
て
い
る
。
　
　
熊
川
の
三
か
所
、
巨
済
島
の
三
か
所
で
築
城
・
家
作
中
と
の
言
は
、
捕
虜
76
に
な
っ
て
逃
げ
帰
っ
た
奉
事
諸
万
春
の
供
述
と
ほ
ぼ
符
合
し
て
い
ま
す
。
本
土
か
ら
兵
糧
や
衣
服
を
次
々
と
搬
入
し
て
い
る
件
は
、
迷
劣
の
人
の
言
で
全
部
に
信
を
措
き
が
た
い
と
は
い
え
、
賊
の
状
況
を
観
察
す
る
と
、
明
ら
か
に
冬
を
越
す
意
図
が
見
え
ま
す
。
痛
椀
に
堪
え
ま
せ
ん
。
三
　
倭
城
の
破
却
と
査
察
　
第
二
の
事
例
は
一
五
九
五
年
一
〇
月
の
も
の
で
あ
る
。
年
頭
に
小
西
行
長
が
明
側
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
沈
惟
敬
と
の
間
で
日
明
講
和
三
か
条
を
ま
と
め
、
明
は
秀
吉
を
「
日
本
国
王
」
に
冊
封
す
る
こ
と
に
決
し
た
。
三
か
条
に
は
日
本
軍
の
完
全
撤
退
と
い
う
一
項
が
入
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
秀
吉
に
は
知
ら
さ
れ
な
か
っ
た
。
秀
吉
の
対
応
は
、
一
五
か
所
の
お
も
な
倭
城
の
う
ち
一
〇
か
所
を
破
却
す
る
と
い
う
も
の
で
、
残
っ
た
釜
山
に
近
い
倭
城
で
は
、
む
し
ろ
兵
力
が
増
強
さ
れ
て
い
た
。
　
一
方
、
明
の
冊
封
使
李
宗
城
ら
は
四
月
末
に
ソ
ウ
ル
に
至
り
、
九
月
初
め
に
出
発
し
て
、
一
二
月
一
日
に
釜
山
の
日
本
軍
営
に
入
っ
て
い
る
。
朝
鮮
側
に
と
っ
て
、
み
ず
か
ら
の
頭
ご
し
に
進
め
ら
れ
て
い
る
講
和
の
な
り
ゆ
き
を
見
定
め
る
た
め
に
も
、
倭
城
破
却
状
況
の
把
握
は
緊
要
の
課
題
だ
っ
た
。
　
一
〇
月
＝
二
日
よ
り
、
朝
鮮
の
訓
錬
主
簿
金
景
祥
が
、
冊
封
使
に
同
行
予
定
の
朝
鮮
使
黄
慎
と
と
も
に
、
各
所
の
倭
城
や
日
本
軍
駐
屯
地
の
よ
う
す
を
「
探
審
」
し
た
。
一
一
月
二
日
に
ソ
ウ
ル
に
届
い
た
報
告
に
、
一
〇
数
か
所
の
倭
城
の
状
況
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
（
「
朝
鮮
王
朝
実
録
』
宣
祖
二
八
年
＝
月
庚
午
条
）
。
そ
の
内
容
は
、
『
東
洋
史
研
究
』
六
六
巻
二
号
（
二
〇
〇
七
年
）
に
載
せ
た
小
稿
「
朝
鮮
史
料
か
ら
見
た
「
倭
城
」
」
に
く
わ
し
く
述
べ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
潔
に
要
約
す
る
に
留
め
る
。
　
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
龍
塘
す
な
わ
ち
洛
東
江
の
本
流
左
岸
に
あ
る
亀
浦
城
で
あ
る
。
こ
こ
は
小
早
川
隆
景
や
立
花
宗
茂
が
在
番
し
た
本
城
だ
が
、
廃
城
と
な
っ
て
朝
鮮
人
が
農
耕
を
営
ん
で
い
た
。
た
だ
し
、
城
域
の
北
辺
に
あ
る
家
に
、
小
西
行
長
の
部
下
三
人
が
七
～
八
人
ず
つ
の
倭
人
を
率
い
て
駐
在
し
、
出
挙
米
を
取
り
立
て
て
い
た
。
城
域
外
の
北
辺
に
も
倭
家
が
六
軒
あ
り
、
朝
鮮
人
が
入
り
こ
ん
で
い
た
。
　
洛
東
江
の
分
流
に
面
す
る
金
海
竹
島
城
に
は
、
七
～
八
千
の
兵
が
お
り
、
外
側
を
土
城
、
内
側
を
石
垣
が
廻
り
、
城
主
鍋
島
直
茂
が
居
住
す
る
三
層
の
天
守
閣
が
そ
び
え
て
い
た
。
船
数
は
一
〇
〇
余
艘
を
数
え
た
。
城
の
北
に
金
海
府
（
府
中
）
と
徳
橋
の
二
端
城
が
あ
り
、
「
金
海
三
営
」
を
形
成
し
て
い
た
。
金
海
府
で
は
、
詰
め
て
い
た
兵
は
竹
島
に
合
流
し
、
収
税
吏
だ
け
が
二
～
三
〇
〇
人
留
ま
っ
て
い
た
。
城
内
に
官
客
舎
が
あ
り
、
石
垣
を
築
い
て
「
将
帥
」
が
駐
在
し
、
外
で
は
朝
鮮
人
と
倭
賊
が
混
住
し
て
い
て
、
朝
鮮
人
の
家
は
六
〇
〇
余
戸
に
至
る
。
徳
橋
城
は
破
却
・
焼
失
し
て
い
た
。
　
つ
い
で
洛
東
江
を
下
っ
て
海
中
に
出
、
ま
ず
安
骨
浦
城
を
見
た
。
も
と
い
た
倭
兵
は
す
べ
て
帰
国
し
、
林
浪
浦
か
ら
毛
利
（
森
）
氏
が
移
駐
し
て
、
城
柵
や
建
物
を
修
理
し
て
い
た
。
四
人
の
小
将
が
各
四
～
五
〇
〇
人
の
兵
を
指
揮
し
て
い
た
。
つ
い
で
加
徳
島
へ
渡
る
。
も
と
い
た
倭
兵
は
す
べ
て
帰
国
し
、
巨
済
島
の
永
登
浦
に
い
た
島
津
義
弘
が
、
二
千
余
名
の
兵
を
率
い
て
移
駐
し
て
い
た
。
（
別
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
義
弘
の
子
忠
恒
は
九
～
一
〇
月
こ
ろ
に
加
徳
島
で
あ
ら
た
に
城
普
請
を
始
め
て
い
る
。
）
朝
鮮
人
の
家
百
余
戸
が
城
に
接
し
て
居
を
構
え
て
お
り
、
城
下
に
繋
留
さ
れ
た
船
の
数
は
六
〇
余
隻
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
巨
済
島
へ
渡
る
と
、
三
営
す
べ
て
が
破
却
・
焼
失
し
て
い
た
。
ま
た
海
を
渡
っ
て
熊
川
に
至
れ
ば
、
熊
浦
（
熊
川
城
か
）
・
森
浦
（
明
洞
城
か
）
の
両
城
も
破
朝鮮から見た倭城77
却
・
焼
失
し
て
い
た
。
　
さ
ら
に
西
行
し
て
釜
山
に
至
る
と
、
も
と
い
た
倭
兵
は
撤
退
を
終
え
、
跡
に
小
西
行
長
が
熊
川
城
か
ら
移
駐
し
て
い
た
。
行
長
配
下
の
六
人
の
下
将
は
、
ひ
と
り
あ
た
り
数
千
の
兵
と
千
余
人
の
砲
手
・
剣
手
を
率
い
て
い
た
の
で
、
総
兵
力
は
三
万
を
超
え
る
だ
ろ
う
。
城
下
の
船
も
六
八
〇
余
艘
の
多
き
を
数
え
る
。
周
囲
六
～
七
里
の
新
城
と
は
、
湊
を
望
む
小
丘
陵
に
あ
る
子
城
台
倭
城
の
こ
と
だ
ろ
う
。
城
内
に
市
場
が
あ
り
、
倭
人
と
朝
鮮
人
が
入
り
交
じ
っ
て
日
々
物
資
を
交
易
し
て
い
る
。
城
域
の
北
辺
に
あ
た
る
東
平
か
ら
凡
川
に
い
た
る
一
帯
に
は
、
朝
鮮
人
三
〇
〇
余
戸
が
居
住
し
て
い
る
。
佐
子
川
の
近
く
に
は
一
〇
〇
余
戸
の
ア
ワ
ビ
採
り
が
住
む
村
が
あ
る
。
子
城
台
西
方
の
山
上
に
あ
る
本
城
に
は
、
石
垣
が
築
か
れ
、
上
に
三
層
の
天
守
閣
が
乗
る
。
兵
器
を
蓄
蔵
し
て
い
る
か
ら
と
い
う
理
由
で
、
本
城
へ
の
人
の
出
入
り
は
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
　
釜
山
の
北
に
隣
接
す
る
東
莱
で
は
、
も
と
い
た
倭
兵
は
す
べ
て
帰
国
し
、
跡
に
宗
義
智
が
森
浦
（
明
洞
城
か
）
か
ら
兵
五
〇
〇
余
名
を
率
い
て
移
駐
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
げ
の
ぶ
義
智
は
有
力
家
臣
の
柳
川
調
信
と
い
っ
た
ん
は
合
流
し
た
が
、
調
信
は
到
来
し
た
冊
封
使
を
接
待
す
る
た
め
に
、
一
〇
月
一
五
日
に
帰
国
し
た
と
い
う
。
城
の
内
外
に
朝
鮮
人
三
〇
〇
余
戸
が
居
住
し
て
い
た
。
　
報
告
の
末
尾
に
あ
る
西
生
浦
・
林
浪
浦
・
機
張
三
城
の
記
事
は
、
西
生
浦
か
ら
機
張
に
移
駐
し
た
加
藤
清
正
が
、
城
へ
の
出
入
り
を
禁
じ
て
い
た
の
で
、
「
探
審
」
が
で
き
ず
伝
聞
に
よ
っ
て
い
る
。
清
正
は
、
行
長
が
ま
と
あ
た
講
和
自
体
に
反
対
し
て
お
り
、
撤
兵
に
反
対
す
る
抵
抗
勢
力
の
中
心
だ
っ
た
。
西
生
浦
の
兵
は
機
張
に
、
林
浪
浦
の
兵
は
安
骨
浦
に
移
っ
た
が
、
ま
だ
西
生
浦
に
五
～
六
〇
〇
名
、
林
浪
浦
に
四
〇
〇
名
が
留
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
　
そ
こ
で
＝
月
一
〇
日
、
黄
慎
の
命
に
よ
り
、
梁
山
の
役
人
崔
折
が
、
商
人
の
身
な
り
で
三
城
に
潜
入
し
、
状
況
を
探
索
し
て
こ
う
復
命
し
た
（
『
朝
鮮
王
朝
実
録
』
宣
祖
二
八
年
一
二
月
辛
丑
条
）
。
　
清
正
の
移
駐
し
た
機
張
で
は
、
城
普
請
の
最
中
で
、
県
邑
の
城
壁
か
ら
抜
い
た
石
と
近
所
で
採
れ
る
石
を
運
び
こ
ん
で
、
石
垣
を
積
ん
で
い
た
。
城
内
で
は
以
前
建
物
が
ま
ば
ら
だ
っ
た
場
所
に
、
ど
ん
ど
ん
造
築
し
て
い
た
。
西
生
浦
城
で
は
、
城
内
の
城
柵
・
望
楼
は
全
部
段
さ
れ
、
住
屋
も
撤
去
さ
れ
て
、
大
き
な
建
物
が
三
つ
、
小
さ
な
の
が
六
つ
残
る
だ
け
だ
っ
た
。
城
柵
（
土
塀
か
）
を
撤
去
し
た
跡
に
あ
ら
た
に
木
柵
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
城
内
に
残
る
倭
人
は
五
～
六
〇
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
倭
人
に
聞
い
て
み
る
と
、
三
〇
余
名
が
狩
に
出
て
い
る
と
い
う
。
林
浪
浦
で
は
、
破
却
の
状
況
は
西
生
浦
と
同
様
で
、
残
る
建
物
は
一
三
棟
、
う
ち
三
か
所
に
だ
け
倭
人
が
お
り
、
残
り
は
無
人
で
戸
は
開
け
放
し
だ
っ
た
。
倭
人
に
は
田
野
に
出
て
い
る
者
も
あ
り
、
残
留
数
は
二
千
余
名
と
い
っ
た
見
当
で
あ
る
。
